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多摩川河口域におけるサギ類の個体数変動

灘

はじめ に

個体数を把握することは，烏の生態を知る上で基本的な!』＃項のひとつである．しかし定

期的に調べた結果にもとづいて議論している報告は少なく，中でも水鳥類に関する報告は

少ない．その理由として，水鳥瓶は普段でも水生植物のあいだに隠れてみつけにくいうえ，

強風時には波間に隠れてしまうことや，個体数が短期間で大きく変動する傾向があるので，

月１回程度の調査では生息状況の把握は難しいことなどがあげられる．水鳥の巾でもサギ

類は海上にほとんど依存していないため，個体数を比較的把握しやすいと思われるが，個

体数変動や分布に|災|する報告は少ない．本研究ではサギ噸を対象として，１年間をとおし

て定期的に個体数を調査したのでその結果を報告する．

調査地および調査方法

東京湾奥部に位脳する多摩川河口域ではlﾘl治時代から近代工業が進出し，広人な川本来

の自然は都市化にともない失われた（奥1111988)．現在では左岸に東京国際空港，右岸に

I:場群が建ち並び，それ以外の場所は住宅地である．また河川敷の一部は整備され，公陳｜

や運動場が造成されている（三輪1988)．一方中州や干潟も残っており，特に．｢潟の広さ

は，東京湾では小柵川河口や江戸川河口に次ぐ規模をもつ（桑原1992)．また，調査地は

首都圏でもカモ類やカモメ類，シギ・チドリ類の個体数が多い地域である（I鳴川ほか

1991，桑原ほか’988)．

サギ頬の個体数調査は1988年12月から1989年12月まで月３回から５同の計50回行なった．

総観察時間は9,884分で，１回の調査時間の平均は198分である．河I｣から上流の六郷橋ま

での約5.5kｍを，河１１から順にステーション（以下，Ｓｔ.）１から５にわけた（Fig.1）．

調査は隆間の干潮時に行ない，Ｓｔ.ごとにサギ類の個体数を数えた．また'989年10月から

1989年12ﾉjにかけて７回の1,625分，Ｓｔ・ごとに行動別（採食，休息）にサギ類の佃体数を

記録した．

1994年12月９日受理

キーワード：アオサギ，コサギ，佃休数変動，ゴイサギ，採食場所，種間関係，ダイサギ
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結果

１．個体数の変化

調査期間中，コウノトリ目25種のうち，ゴイサギNyctjcoraxnyctjcorax，ダイサギ

Egrettaa必α，コサギEgarzetta，アオサギArdeacmerea，アマサギBu6uIcus的ｉｓ，

チュウサギＥ・”ermedja，ヨシゴイノjco6可c加ｓｓｍｅ"sjsの７種が記録された．７種の出

現率をみると，コサギがもっとも高く９６％，次いでダイサギ，アオサギが86％であった．

ゴイサギは56％と前３者に較べると出現率が低かった．また，ほかの種の出現率は，チュ

ウサギは12％，ヨシゴイは10％，アマサギは４％で，これら３種は夏期に出現した．

各種の個体数変動についてみると，種によって個体数が多くなる時期が異なっていた．

周年を通じてみられたコサギは１月から３月にかけては３羽から１０羽前後と少なかった

(Fig.２)．コサギの個体数は４月以降夏期に増加し，８月21日に最大40羽を記録した．９

月以降再び減少し，０羽から10羽前後で推移した．

ゴイサギは冬期に個体数が増加した（Fig.２)．１月から３月にかけて０羽から20羽前

後であったが，４月以降減少し，１０月まで５羽前後でしかなかった．１１月以降再び増加し，

12月24日に最大35羽を記録した．

ダイサギは周年を通じてみられたが，秋期に個体数が増加した（Fig.３）．１月から６

月までは０羽から10羽前後で推移していたが，７月以降個体数が増加し，８月21日に最大

54羽を記録した．その後減少し，１１月以降０羽から10羽で推移した．

アオサギも周年を通じてみられたが，冬期に個体数が増加した（Fig.３)．４月から６

月までは０羽から３羽前後を推移したが，７月以降増加し，１１月12日に最大25羽を記録し

たのち，減少した．その後再び増加し，３月４日に25羽を記録した．

アマサギは６月に１羽，９月に２羽が，ヨシゴイは７月に１羽，８月に３羽，９月に１

羽が記録されたのみであった．またチュウサギは６月に２羽，７月に７羽，８月から10月

にかけては各月に１羽が記録された．これら３種のサギ類の個体数や出現回数は少なかっ

た．
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２．種構成の変化

前述のように多摩川河口域の主要な出現種は，ダイサギ，コサギ，アオサギ，ゴイサギ

の４種であった．この優占４種の月別の種梢成を調べたところ，１月から３月にかけては

アオサギとゴイサギの占める割合が多かった（Fig.４)．この２種でそれぞれ１月は65％，

２月は76％，３月は80％を占めた．４月以降アオサギとゴイサギの割合が減少し，ダイサ

ギとコサギの割合が増加した．ダイサギとコサギの２種で４月から８月にかけて，全体の

84％から98％を占めた．９月以降，再びアオサギとゴイサギの割合が増加し，１２月には両

種で88％を占めた．このように春から夏にかけてはダイサギとコサギが多く，秋から冬に

かけてはアオサギとゴイサギが多い傾向があった．

３．採食場所

Ｓｔ､ごとに主要４種の採食している個体の割合をみると，コサギとダイサギの採食個体

の割合が高く，アオサギとゴイサギの割合は低かった（Fig.５)．コサギは上流部のSt､５

からSt､２まで71％から86％と高い割合で採食したが，海に最も近い河口部のSt､１では１４

％と低かった．ダイサギの採食個体の割合はSt､５からSt､２まで57％から83％であったが，

St.’でその割合の最も低い42％となった．アオサギはSt､５からSt､１にかけて29％，１４％，

34％，２１％，３７％と全体的に採食個体の割合は低かった．ゴイサギはSt､５からＳｔ,３の上

流部で多く観察されたが，どのSt.でも採食行動は観察されなかった．
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考察

１．干潟での優占極

多摩川河口域ではダイサギ，コサギ，アオサギ，ゴイサギ４種の個体数が多く，出現率

も高かった．しかしヨシゴイやアマサギ，チュウサギ３種の個体数は少なく，出現率も低

かった．内陸部をみると，印膳沼周辺の水川では，アマサギやチュウサギが多く（桑原

1991)，湿地のヨシ原ではヨシゴイが優占している（橋本・桑原1992)．したがってこれ

らの種は，調査地域のような河川の干潟での生息は少ない穂と考えられる．

埼玉県の水１１１地帯では1960年から1980年にかけて，繁殖期にダイサギやコサギ，チュウ

サギが多かった（成末1992)．調査地のダイサギとコサギの個体数は，繁殖終了時期以降

に増加している．これは内陸部で巣立った幼烏など移動個体の増加が一因と考えられる．

同じ東京湾内の干潟である養老川河口域は，多摩川河口域より干潟やヨシ原の面積が狭

く，サギ類も種数，個体数ともに少なかった．しかし優占種は同じ４極で，コサギ，アオ

サギ，ダイサギ，ゴイサギの順で優占した（嶋川・桑原1994)．すなわち調査地域を含め

た東京湾内の干潟ではダイサギ，コサギ，アオサギ，ゴイサギの４種が優占し，干潟やヨ

シ原の規模などの迎いで優占順位が異なると考えられる．

２．干潟でのすみわけ

優占種４種のうち，体サイズの近いコサギとゴイサギの出現時期は異なっていた．ゴイ

サギは秋期から冬期に個体数が多いが，コサギは春期から夏期にかけて多かった．採食場

所についてみると，コサギはSt､１を除くどのSt.でも高い割合で採食したが，ゴイサギは
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干潟上で休息しているのみであった．また，ゴイサギは夕方になると２羽，３羽と鳴きな

がら飛期する個体がみられた．これはゴイサギが調査地域やそれ以外の場所で夜間採食し

ている可能性を示している．すなわち，体サイズの近いコサギとゴイサギは出現時期や採

食時間を違えている可能性がある．

同様に体サイズの近いダイサギとアオサギの出現時期をみると，ダイサギの個体数は秋

期に，アオサギは冬期に増加した．採食場所についてみると，ダイサギはコサギと同様に

河口に近いSt､１では採食の割合は低く，４３％であったが，Ｓｔ､２からSt､５にかけては57％

から83％と高い割合を示した．アオサギはダイサギより採食個体の割合が低く，休息個体

がよく観察された．Ｓａｗａｒａｅｔａｌ．（1990）は潮汐のある地域のアオサギの採食活動は，

潮汐周期が明白で，低潮時には夜間でも採食したと報告している．これはアオサギが夜間

も採食することを示している．東降（1988）もアオサギの夜間採食を示唆している．体サ

イズの近いダイサギとアオサギは，出現時期，採食時間を違えている可能性がある．

以上のことから，調査地域に生息し，食性も似ている４種のサギ類は季節，採食時間な

どを違えて分布していると思われる．今後はそのほかの地域のさまざまな環境で，これら

のサギ類の分布，採食場所などを調べ，その種間の関係を詳しく観察し，本報告の考察を

検証する必要がある．
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要約

多摩川河口域において1988年12月から1989年12月にかけてサギ類の個体数，1989年10月から1989年

12月にかけてサギ類の採食行動について調査した．調査期間中，７種が記録され，ダイサギ，コサギゥ

アオサギ，ゴイサギの４種が優占し，アマサギやチュウサギ，ササゴイの３種は稀に観察されたにす

ぎなかった．周年を通じてみられた４種の個体数変動をみると，種によってそのピークは異なってい

た．ダイサギは秋期，コサギは夏期，アオサギとゴイサギは冬期に個体数が増加した．調査期間中で，

体サイズの近い種同士が同時期に増加することはなかった．ダイサギとコサギは昼間に採食し，アオ

サギとゴイサギは日中採食している個体は少なかった．以上のことから多摩川河口域に優占するサギ

類４種は出現時期，採食時間帯を違えて採食している可能性がある．

引用文献

橋本洋一・桑原和之．1992．印膳沼におけるサギ科Ardeidae8種の生息場所．我孫子市立鳥の博物

館調査研究報告ｌ：９－２２．

桑原和之．1991．採餌場所で識別するサギの仲間．日本の生物５（５）：30-35．

桑原和之．1992．多摩川河口で越冬するシギ・チドリ類．神奈川自然誌資料１３：９－１２．

桑原和之・小林美奈子・鈴木康之．1988．多摩川河口におけるカモメ類について（1985年４月から

1986年３月）．山階鳥類研究所研究報告２０：37-40．

三輪修三．1988．多摩川一境界の風景．l73pp・有隣堂，横浜．



9１

成末雅恵．1992．埼玉県におけるサギ類の集団繁殖地の変遷．Ｓｔｒｉｘｌｌ：189-209．

奥田重俊．1988．多摩川の植物相．日本の生物２（２）：28-34．

Sawara,Ｙ,，Ａｚｕｍａ，Ｎ､，Ｈｉｎｏ，Ｋ､，Fukui,Ｋ,，Demachi,Ｇ、＆Sakuyama，Ｍ、1990.Feeding

ActivityoftheGrayHeronAｒｄｅａｃｍｅｒｅａｉｎＴｉｄａｌａｎｄＮｏｎ－ｔｉｄalEnvironments・Ｊａｐ．

』、OrnithoL39：４５－５２．

嶋田哲郎・桑原和之・箕輪義隆・金田彦太郎・鈴木康之．1991．多摩川河口域におけるＡ凡ａｓ属の

分布について．日本烏学会誌３９：127-128．

嶋田哲郎・桑原和之．1994．千葉県市原市養老川河口域の鳥類．市原市自然環境実態調査報告書８３

－９２．

東峰一史．1988．日本産アオサギ亜科（Ardeidae）６種の採餌生態．東京農工大学1987年度修士論

文．府中．

SeasonalfluctuationsofheronpopｕｌａｔｉｏｎｓａｔｔｈｅｍｏｕｔｈｏｆｔｈｅＴａｍａＲｉｖer

inTokyoandKanagawaPrefecture

TetsuoShimadal，KazuyukiKuwabara2,YoshitakaMinowa3

HikotarouKaneda4andYasuyukiSuzuki5

ITheMIyagjPr牢cturaj“"ｕｍａ－ＵｂｈｍｕｍａＥｍﾉironme"taZFou"dα"o"．Ｉ７－２Ｓｈ”ｍｊ，

ＡｚａＫｐｍｉｈａｔａｏんα，Ｗａｈａｙα"αgi-cho，ＫＵ死hara-gu"，Ｍｊｙａｇｊ９８９－５５；２Ｍ1t”αJHjstorツ

Museumα凡。〃zst血Ze,Ｃｈめα,９５５－２Aoba-cho,Ｃhuo-hu,Ｃｈめα260;３ＪαpaneseSbcie‘y/bF

Prgseruatjo凡Ｑ/Birds.Ｍ雄αuﾉａｙａＢｕＭｄｍｇ３Ｆ,ノBelzteルcho，Ｓｈｍ/uhu-hu，ＴｂたyoI62；

４MUseumQ/Aeronα“caJSbje"ＣＣＳ.〃１－３ﾉUﾉａｙａｍａ,Ｓｈめαツama-cho，Ｓｂ"bu-gu"，Ｃｈめα

289-16；５ｍairαル"iorhighschooj，３－ノ５－１ｍａｉｒα，ＭｉｙａｍａＧ－ｈｕ，Ｋａｕﾉａｓαﾉｾj-shi，

ＫｔｍａｇａＬＵａ２Ｉ６．

HeronswerecountedatthemouthoftｈｅＴａｍａＲｉｖｅｒｉｎＴｏｋｙｏａｎｄＫａｎａｇａｗａＰrefecture

fromDecemberl988toDecemberl989,Inaddition,observationsonforagingbehaviorwere

madefromOctoberthroughDecemberofl989.

1）Atotalof7speciesofheronswererecorded・Ofthese,４species(jVycZicorax〃ycZicorax，

EgreZZaaめα,Ｅｇａｒｚｅ此aandArdeacmereα)wereabundant,whiletheother3species(E

mtermedia,BubuIcusjbjsandﾉXob"chussme"sis）wereobservedonlyinfrequently，

2）ＮｕｍｂｅｒｓｏｆＥ・albareachedtheirpeakinautumnanｄＥ､garzettainsummer､Ｎｕｍｂｅｒｓ

ｏｆハＺ凡ycZjcoraxandA，cmereaincreasedinwinter；ｓｏｔｈｅｎｕｍｂｅｒｓｏｆｈｅｒｏｎｓｗｉｔｈ

ｓｉｍｉｌａｒｂｏｄｙｓｉｚｅ（large:Ｅ・ａＪｂａａｎｄＡ．ｃｍ”eα;small:Ｅ,garzeZtaandjV､nyc〃ＣＯ『αx）

peakedatdifferenttimes、

3）Ｅ,ajbaandEgarzetZawerefrequentlyobservedtoforageduringthedaytime，Ａ・

ＣｍｅｒｅａａｎｄＮ.〃yctjcoraxwererarelyobservedforagingduringthedaytime・

Theseresultssuggestthatheronsoｆｓｉｍｉｌａｒｂｏｄｙｓｉｚｅｆｏｒａｇｅａｔａｄｉｌ､ｆｅｒｅｎｔｔｉｍｅｏｆａ

ｄａｙｔｏｍｉｎｉｍｉｚｅｉｎｔｅrspecificcompetitionamongthem．



9２

Ｋ直ｙｕﾉordS:Ardeacinerea,pOpuIα"o兄ノルc虹α鉱o",Egrettaalba,Ｅ，garzetta,ノbmgjng

s此２Ｓ,加telBpec城ccompe“o励,Nycticoraxnycticorax


